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苦しみながらもJ2優勝というタイトルを掴んだ2018シーズンから早

3ヶ月あまり。あっという間に新たなシーズンが始まりました。

リーグ戦はここまで1勝1分け。新たな頂を目指すべく4年振りのJ1

に挑む今シーズンですが、アウェイの連戦から4ポイントものお土産

を松本へ持ち帰りました。ルヴァン杯での勝利に加え高揚感と共

に、今日ホーム開幕を迎えます。

今日の浦和レッズ戦、とても大事だと思っています。

開幕戦では可能性を感じさせる試合を、前節では昨年ダブルを喫し

た相手に堂々たる試合を披露。そして今日このリーグ３試合目にし

て、アジア王者にも輝いた長年J1を主戦場とするチームを相手にし

ます。3ポイントを獲得する試合が出来れば、僕らにとってはそれが

大きな自信となり、何より長いリーグ戦において勢いをもたらすこ

とでしょう。ホーム開幕を勝利で飾る事以上の価値が、今日この試

合にはあると感じています。一歩一歩、着実に、背伸びをせずに目

の前の試合に一生懸命になろうじゃないですか。

そして是非、注視してみてください。ピッチを挟み対峙する相手サ

ポーターが、どんな事に力を入れて応援をしているのか、反対側の

ゴール裏でどんな光景が広がっているのか。松本には松本の特徴が

あるように、他所には他所の特徴、やり方があるはずです。

今日の浦和戦に限らず、僕達の応援を更に良くするヒントや気付き

がそこにあるのではないでしょうか。

僕達の応援を良くする、というワードを先ほど用いました。

決して今が悪い訳ではありません。今出来ていることを、今持って

いるものを、さらに良くしていきたいという思いがあります。

『 1人1人が雰囲気を作る気持ち 』

今ではスタジアムには多くの人が足を運び、ゴール裏ではスタンド

いっぱいの仲間と共にサポート出来る環境となりました。10人で出

来ること、100人で出来ること、1000人で出来ること、それぞれ異

なると思いますが、同じエンブレムを身に纏い多くの仲間と共に後

押しが出来る昨今の環境をとても嬉しく思います。

その多くの仲間とより力強い後押しをしていくためにはどうすれば

良いか。

1人1人が雰囲気を作るという意識を大事にしながら、1人1人が今出

来ていることを、持っているものを伸ばし、ゴール裏からより力強

い後押しをしたいと考えるようになりました。

シンプルに「声」と「手拍子」この2つにこだわりたいと思います。
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例えば「声」に関して。

腹から声を出して声量が上がったら、より力強い後押しが出来ると

思うし、そのボリュームでピンチの時、劣勢の時、失点直後など苦

しい時は良い時以上に声を張り上げてみたらどうでしょう。必ずや

選手に届き力になるはずです。

例えば「手拍子」 に関して。

手拍子を頭上でしてみたら、ビジュアル面も良く、音もより響くの

ではないでしょうか。

どんな小さなプレーでも良いと思ったプレーにはとことん拍手。簡

単に選手を乗せることができ、スタジアムの雰囲気を作る事が出来

る。一番シンプルでありながら最強の武器になると思っています。

一例ですが、こういったことを少しでも意識ながら取り組んでみる

事。もしかしたら時間がかかる取り組みになるかもしれないけど、

本気になって作り上げていければ、必ず良いものができるはず。松

本にはまだまだ伸び代がある、そう思っています。

同時に、ゴール裏の応援の底上げには、よりゴール裏の中心部の皆

さんの頑張りが必要です。例えば、コールの第一声が力強いものと

なれば、それは周囲に熱を持って伝わっていきます。バンデーラを

目安とする中心部にいらっしゃる方は是非とも、その熱源となって

いただきたいし、その熱源を中心部からより外へ増やしていきたい

と思います。僕らUMや、howlingメンバーだけではスタジアムの雰囲

気は作ることができません。集う皆さんと共に作り上げていきた

い、そう思っています。

1人1人が少しだけ意識する事で、より良いものになると思うし、1人

1人の頑張りが山雅の応援を盛り上げてきてきたことも事実です。

その中で自分なりにちょっと「声」と「手拍子」の意識を変えてみ

て、自分がチームを勝たせるんだ、雰囲気を作るんだ、そういう気

持ちを持ってスタジアムに足を運んでいただけると嬉しいし、今か

らどう応援がパワーアップしていくか楽しみでもいます。

成功体験を繰り返して、多くの人を巻き込んで取り組めるよう、微

力ながら僕らもゴール裏での活動を頑張りたいと思います。

今日はそのきっかけの試合となるよう、何がなんでも3ポイントを掴

みにいきましょう。

よろしくお願い致します。


